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現代青年における心理的特徴と生活行動の関連について

　心　理　学　系

堀　　　洋　道

　心理学研究科

吉　田　富二雄

　我々は，先の報告（堀・吉田1980）において，現代青

年，特に大都市高校生をとりまく家庭環境の間題を扱

い，親子関係を中心とする家庭の在り方が，現代青年の

心理特性や杜会的意識・態度とどのような関連をもつか

を明らかにしようとした．その結果，r拒否」的家庭環

境やr干渉」的家庭環境のもつ間題性が，精神的疲労・

孤独・トレラソスの欠如等のネガティヴな心理特性，家

出・退学・自殺・暴力などの様々の間題行動傾向（念慮），

そLてr愛がなくとも性行為があってよい」という一見

rラディカル」た性意識と結びつく形で浮彫りにされ，

あらためて家庭環境の重要性が認識された．

　さて前稿では，一認知された家庭環境と心理特性・問題

行動念慮・杜会観・性意識観のつながりという意識レベ

ルの問題が分析対象であった．本稿では角度をかえて，

生活時問・生活行動という日常的行動に眼を転じ，具体

的な行動レベルの間題から現代青年にアプローチしてみ

たい．通常，間題行動念慮なり性意識観なりの意識レベ

ルの間題が具体的行動レベルの間題に直接つながるこ

とは少ない．主観性あるいは観念性が最も肥大化し，一

方，具体的行動が強い現実制約化にある高校生ではなお

さら両老の乖離は大きい．前者は杜会意識状況を鋭敏に

反映しながらも，後老はあくまで両親や教師の保護ある

いは制約下にあるからである．逆にいえぱ，ひとつの具

体的行動のうちにある特定の意識を見出すことは難し

い．LかL，ある共通の心理状況たら見出しうるかもし

れない．以下，本稿で扱う間題は次の通りである．

　（1）現代青年の心理状況を探る為に設定された心理変数

の相互関係を検討し，整理すること．

　（2）心理特性の面から日常的生活行動の特徴を検討する

こと．

　なお，本稿は，前稿と同様に昭和53年度東京都青少年

調査を基に，必要に応じて再分析したデータに依ってい
る．

1．調査方法

方　　　法

　（1）調査地域・調査対象・標本抽出，12〕調査方法，（3〕回

収標本の基本的属性，（4）調査内容の全体，等については

前回の報告を参照されたい．

　2．心理的特徴の測定
　本調査では，（1）現代の環境的特質がどのような心理的

特徴と結びつきやすいか，12〕家出・自殺・登校拒否・家

庭内暴力のうらに，どのような心理的機制が働いている

のか．これらの点を明らかにするという基本的意剛と基

づき10個の心理変数を設定した．心理変数の設定にあた

っては，臨床専門家や現場教師からの意見聴取やその他

の資料に基づき，心理学老を構成員とする調査準備研究

会でくり返し討議を重ね，rYes」rNo」の2件法による

28の質間項目を作成した．厳密な意味での心理尺度の作

成が目的ではなく，現代青少年の心理状況を上述の基本

的意図から出来る限りひろいあげることを目標としたも

のである．従って，以後，心理尺度とはよぱず心理変数

ということにする．

　各心理変数の内容と質間項目は表1に示す．各変数得

点は，該当質間項目にrハイ」と答えれぼ1点として加

算された．従って，例えぼr自已顕示」は0～2点，

「精神的疲労」は0～8点に分布することになる．以

下，各心理変数について簡単にふれておく1

　（1）自已顕示…目立ちたい，人をアッといわせるような

ことをしたいという欲求．自已主張というより，周囲か

らの抑圧や無視への反動としての意味をもち，強すぎる

欲求は間題行動につながる．

　（2〕孤独感…白分をわかってくれる人がいない，一人ぼ

っちであるなど，自分は周囲から孤立しているという意

識で，人問関係の希薄さ，連帯感の欠如などとも関係が

あり，現実からの逃避，その極としての自殺などと関係

する．

　（3〕甘え…他人への依存心，親の配慮を当然だと思うよ

うな未成熟な認識の仕方、

　（4）トレラソス（耐性）…イヤなことでもぐっと耐える

という心理特性．これが十分でないと自分の欲求を制御
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表1　各心理変数の項目内容

1．自已顕示
　9何かをする時に，周りに見ている人が多いとハリキル方だ…

17何か変ったことをして人をアッといわせたい気持が強い

2．孤　　　　独

　4．自分のことを誰もわかってくれないと思う

17．犬勢の中にいても自分は1人ぼっちだと思うことがある

3．甘　　　　え

　2．自分が勉強している時に親が気をつかうのは当然である

28．自分でできることでも他の人に手伝ってもらう方セある

4．トレラソス（耐性）

　6．イヤなことがあってもその場ではジヅと耐える方だ

13．言いたいことをがまんしても，他人の意見を聞くことができる

⑳．ちょっとしたことでひどく怒ってしまうことがある（NO）

5．劣　等　感
　8．失敗しないかといつも心配である

12．自分をダメな人間だと思うことがしぼLぱある

6．精神的疲労
　7　自分に直接関係すること以外は関心がもてない

16物事に感動することはめったにない

21何をするにも自分からはすすんでする気に・ならたい

14　毎日が単調でつまらない感じがする

15いつも何となくだるい感じがする

19毎目あれこれやっているのに退屈な感じがする

23何となく神経がすりへった感じだ

25何かを考えようとLても，考えがまとまらないことが多い

7．フィーリソグ（直観重視）

　1物事は感覚的にわかることが大切だと思う

　5直観的にわかったことを大事にしたい

③物事はこまかい所にこだわらずおおよその事がわかれぼ良いと思う（NO）

⑪物事はたいてい全体としてわかってしまう（NO）

8．フィーリソグ（文字一映像）

24小説は原作を読むよりテレビドラマで見る方が好きだ

⑳イラスト等で説明されるよりも文章できちんと説明される方が好きだ（NO）

9．自已意識（拡散）

10今の自分は本当の自分でないような気がすることがある

20現在一番したいことが何なのか自分でもわからない

10．自已意識（未成熟）

　27　自分がどんな人間であるか，あまり考えたことがない

全体1
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図1　心理変数の性・学年別平均値（×10－1）
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することができず，困難に遭遇したときに，適切に処理

できない．環境に対する主体的要因として重要なものの

1つである．

　15〕劣等感…自分をダメな人間と思い込んだり，失敗し

やしないかとびくびくするような傾向．劣等感が強いと

自罰的になったり，反動的に激しい行動へ走る危険があ

る．

　（6精神的疲労…三無主義的傾向・生活の単調感・慢性

疲労感・神経消耗感・集中力の欠如などから構成され

る。肉体的疲労とは異なり，弾力性のない灰色の精神状

況．過剰な刺激や多忙さにより追いたてられる感じ，過

度の精神的緊張などによってもたらされる．生きる力を

低下させたり，現状からの逃避，自閉的傾向へつながる

可能性をもち，しらげとは同じでな㌧・が関連がある．

　17〕フィーリソグ（直観重視），（映像志向）…これは，本

来，フィーリソグ傾向として考えていたものである．直

観重視は，物事を理解するときには感覚的にきっちりわ

かりたいという態度で，その反対は，大体のことが全体

としてわかるというような態度である．映像志向は，物

事の理解を映像的，視覚的に行う傾向で，文字・文章志

向と対をなすものである．

　（8〕自已意識（拡散），（未成熟）…これらは自已同一性

として考えていたものであるが，目標やしたいことがつ

かめず，自分が自分であるという安定感がない拡散傾向

と，自分がどんな人問かまだ考えたことがないという未

成熟な側面とは異なるとして両者を分離した．拡散の側

面は精神的疲労にもつながっている．

　3．生活時間・生活行動

　青少年の行動的特性を，（A）生活時問，（B）生活行動の2

側面から尋ねた1（A）生活時問は，睡眠・勉強等の時間，

およびテレビ・ラジオ・新聞の接触時間，そしてマソガ

・週刊誌・単行本等の読書数を直接記入させる方法（平

均1日当り何時問，あるいは月に何冊）をとったが，本

稿の分析に際Lては，各々の分布の特性に基づきカテゴ

リー化して扱った．（劫生活行動は，（1）家庭12）学校（3〕その

他の3領域について，各項目が自分白身にあてはまる場

合いくつでも○をつける（マルチ・アソサー）形式で答

えさせた．各領域における項目内容は後出の表を参照さ

れたい．

　　　　　　　　　　結果と考察

　1・性・学年別にみた心理的特徴

　各心理変数の学年別平均得点を男女毎に図1に示す．

以下，性，学年差の順にその内容をみていこう．

　（1）性差…男子の方が女子より強い傾向を示すものは，

自己顕示・精神的疲労・自已意識（未成熟）であり，逆

に女子の方が強い傾向を示すものとして，孤独・劣等感

学研究　第4号

　自已意識（拡散）があげられる．精神的疲労は，無気力

　無関心・無感動の三無主義的傾向と，生活の単調感・

神経消耗感等から成るが，項目レベルでみると，r自分

に直接関係すること以外は関心がもてない」r物事に感

動することはめったにない」等の三無的傾向の面で男女

差が目立つ（表1）．またr自分がどんな人問かあまり

考えたことがない」（自已意識・未成熟）でも男女差は

有意であるが，これは三無的傾向だけではなく発達差の

現れであろう．一方女子では，r大勢の中にいても自分

は1人ぼっちだと思うことがある」（孤独）r現在，一番

したいことが何なのか自分でもわからない」（白已意識

・拡散）で男子より10％程度高い肯定率を示Lている．

青年期特有の自已を中心とした観念的傾向が女子におい

てより強く現れているとともに，杜会や象庭の制約が男

子より強く，そのため男子より早い時期に自分自身につ

いて考え，まよわざるをえたい，という状況の現れとも

みられる．又，r自分をダメな人間だと思うことがある」

（劣等感）も男子より有意に高い肯定率を示してるいが，

それもこうした事の反映ではないだろうか．

　（2〕学年差…比較的はっきり’した学年差の見出された変

数について，その変化のパターソを整理すると以下の通

りである．

　（a）男子

　①学年とともに減少するもの…自已意識（未成熟），

②2年次で最大になるもの…孤独・甘え・精神的疲労・

自已意識（拡散）．

　（b）女子

　①学年とともに減少するもの…甘え・劣等感・自已意

識（未成熟），②2年次で最大になるもの…孤独・精神

的疲労・自已意識（拡散）．

　このように整理Lてみると，まず第1に，孤独・精神

的疲労，そしてr今の自分は本当の自分ではないような

気がする」r現在一番したいことが何なのか自分でもわ

からない」（自已意識・拡散）という自已不確定感が，男

女とも2年次で最も寧くなる点が注目される・更に男子

では，「勉強している時に親が気をつかうのは当然」「自

分でできることでも他人に手伝ってもらう」（甘え）と

いう白已中心性が最大になり，女子では有意な変化では

ないがトレラソスが最小になるのもこの2年次であり，

2年は白我や周囲との関係において不適応感の強い学年

だといえよう．

　第2に，全般的にみて，学年とともに自已意識が成熟

し（自已への関心の増加），有意な変化ではないが甘え

が減り，トレラソスが増している．また女子の場合，劣

等感の減少もみられるが，これらは，自已の客観的評価

が可能になるという発達の過程を反映しているためであ

ろう．その他，フィーリソグ（直観重視），（文字一映像）

では，性・学年とも明確な変化はみられなかった．
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表2　カテゴリー・ウェイト表（心理変数）

（a）第1軸（r＝．442）

カテゴリー ■ウェイト

マ 白已意識（拡散）小 一4．132
イ

ナ 精神的疲労小 一4．082

ス 孤 独小 一3．130
（一）

領
劣 等 感小 一2．254

域 甘 え小 一1．800

プ

ラ

ス
（十）

領
域

甘

自已意識　（拡
孤

精　神　的　疲
劣　　　　等

（b）第2軸（r＝．357）

え

散）

独

労

感

大

大

大

大

大

1．915

2．589

3．367

3．434

4．224

カテ ゴリ　｝ ■ウェイト

マ フ　ィ　ー　リ　ソ　グ　文字 一4．118
イ

ナ
甘 え小 一3．374

ス 自已意識（未成熟）小 一3．306
（一）

領
劣 等 感大 一2．135

域 孤 独大 一2．110

未　プ
成　　ラ

熟　ス
　　（十）

　　領
　　域
　↓

自
已
顕
示
性
大

フィーリソグ直観重視小

ト　レ　ラ　ソ　ス　小

甘　　　　　　　　え　大

フ　ィ　ー　リ　ソ　グ　映像

白已意識（未成熟）大

（c〕第3軸　（r＝．326）

2．425

3．415

3．588

6．219

6．744

カ テ ゴ リ 一 iウェイト

マ ト レ ラ ソ ス小 一8．148
イ

ナ
白 已 顕 示大 一5．384

ス 自已意識（未成熟）小 一2．869
（一）

領 自已意識（拡散）小 一2．496

域 甘 え大 一0．970

自　プ
己　ラ
顕　ス
爪　（十）

性　領
小　域
　↓

甘

自已意識
ト　　レ　　ラ

自已意識
自　　已

　　　え
（拡散）

　ソ　　　ス

（未成熟）

顕　　　示

小

大

大

大

小

0．912

1．564

3．876

5．851

7．448
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　2．心理変数の構造

　本項では，10個の心理変数がどのような特徴をもって

いるかを数量化1皿類（パタソ分類）によって検討する．

前述したように，これらの心理変数は，現代の青少年を

とりまく環境から形成されやすい心理的特徴と，一方，

様々の青少年の間題行動傾向の両方から推論されたもの

で，始めから構造があり導き出されたものではない．従

ってこれらの心理変数間の関係を調べておく必要があ

る。そのため，各変数得点の分布に基づき各々の変数を

大小2つのカテゴリーに分割し，10心理変数（アイテ

ム）20カテゴリーを数量化皿類の分析に付した．分析の

結果得られた，3つの有意味な軸のカテゴリー・ウエイ

トは表2（a）～（c）に示されている．以下順に第1軸から第

3軸までの内容を検討しよう．

　まず第1軸をみると（表2（a）），プラス頓域ではr劣

等感大」r精神的疲労大」r孤独大」など強い不適応感を

表わすカテゴリーが高いウヱイトを示している．一方マ

イナス領域では，r自已意識（拡散）小」r精神的疲労

小」r孤独小」たど精神的安定感あるいは適応感を示す

カテゴリーのウェイトが高い．それ故，第1軸はr不適

応感大小」の軸と呼ぶことにする．

　第2軸は，プラス領域でr自已意識（未成熟）大」

rフィーリソグ（映像型）」r甘え大」rトレラソス小」

など未成熟な心理特性を示すカテゴリーのウェイトが高

く，マイナス領域ではrフィーリソグ（文字型）」r甘え

小」r自已意識（未成熟）小」など相対的にみて成熟傾

向を示すカテゴリーが高いウェイトをもっている．第2

軸はr成熟一未成熟」に関する軸と考えられる．最後に

第3軸をみると（表2（c）），プラス領域ではr自已顕示

小」のウェイトが最も高く，続いてr自已意識（未成

熟）大」rトレラソス大」が並んでいる．マイナス領域

ではrトレラソス小」「自已顕示大」のウェイトが他に

比較して最も強くきいている．従って第3軸はr自已顕

示性大小」の軸と解釈する．以上整理すると，第1軸

r不適応感大小」，第2軸r成熟一未成熟」，第3軸「自

已顕示性大小」である．

　3．心理変数と生活時問

　睡眠時間・勉強時間・テレビ視聴時問等の生活時間，

及び本・雑誌等の接触量に関する回答結果を表3に示

す．以下，これらの生活時問と心理変数との関係を心理

変数の3つの基本軸を手がかりr検討する．

　まず第1軸r不適応感大小」とρ関係をみよう（図2

一（a））．有意た差のみられる項目では，勉強時問の少な

い者（30分以内），新聞や単行本をあまり読まない者，

また逆に週刊誌をよく読む者のうちに強い不適応感を抱

く者が多い．学年では，．．2年がより強い不適応感の傾向
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睡　眠　時　間

勉　強　時　間

テレピ視聴時間

　　　〃

　　　〃

ラジオ聴取時問

　　　〃

　　　〃

新聞読む時問
　　　〃

　　　〃

1ケ月に読むマンガ

　　　〃

　　　〃

活

筑波大学心理学研究第4号

表3　生活時問と情報接触量

時　　　　　　問

1．　O～360分

2，361～449分

3，　450分以上

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

0　分
1～30分

31～60分

61～120分

121～180分

181～240分

241分以上

1．　O～60分

2．　61～180分

3，　181分以上

1．　O　　分

2．　　　1～120分

3，　121分以上

1．　0～14分

2．　15～44分

3．　45分以上

1．　0　　冊

2．　1～5冊

3．　6冊以上

全体

22，1

44，7

33．3

5．2

5，0

17，8

33，1

22．4

9．0

7．5

19，8

62，1

18．1

41，4

42，3

16．4

33，0

56，4

10．6

20，5

55，0

24．4

男

20，0

46，8

33．2

6．7

5，6

18，6

31，7

21．7

7．7

8．0

19，6

62，5

17．9

38，5

45，6

16．5

29，3

59，6

11．8

21，1

48，0

30．8

（％）

女

24，3

42，4

33．3

3．5

4，3

17，0

34，7

23，1

10．4

7．O

20，0

61，6

18．3

44，5

39，3

16．2

37，0

53．7

9．3

19，9

62，7

17．4

1ケ月に読む週刊誌

　　　〃

　　　〃

1ケ月に読む単行本

　　　〃

　　　〃

1．　0　　冊

2．　1～2冊

3．　3冊以上

1．　O　　冊

2．　1；2冊

3．　3冊以上

40，9

29，7

29．5

29，7

46，3

24．0

86，3

29，6

34．2

30，8

44，3

24．9

45，9

29，8

24．3

28，4

48，5

23．1
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表4　生　　活　　行　　動

肯定率（％）　全体（男／女）

家

庭

学

．校

そ

他

1
．

2
．

3．

4．

5．

6
．

7．

8．

父親とよく話をする

母親とよく話をする

家の仕事や家事をよく手伝う

兄弟姉妹とは仲がよい

家族団らんに積極的に加わる

家では自分の部屋に一人でいることが多い

近所の家へよく遊びに行く

わか家へは友人がよく遊びに来る

1
．

2
．

3
，

41

5．

6
．

7．

8．

（必修以外の）部活動で文化系に属している

（必修以外の）部活動で運動系に属している

先生とは個人的にもよく話をする

欠席が多い方である

帰校時に寄り道をすることが多い

時々，授業をサポルこともある

時々，先生にイタズラをする

クラスの中では発言力のある方だ

1．暇が出来るとスポーツや趣味の時間にあてる

2．暇が出来ると家で何となくブラブラ時問をすごすことが多い

3．時々，ゲームセソターで遊ぶ

4．時々，ディスコヘ行く

5．時々，喫茶店へ行く

6．’塾や予備校へ通っている

7．何となく盛り場でブラプラすることがある

8．友達の家へよく遊びに行く

9．時々アルバイトをする

32．6（35．2／29．8）

66．3（57．7／75．7）

26．5（18．2／35．5）

43．1（39．9／46．6）

33．8（26．3／41．9）

30．7（36．8／24．o）

13．9（20，2／7．o）

22．9（28．o／17．3）

30．6　（2114／40，5）

34．6（19．o／25．2）

22．o（19．o／25．2）

5．8（6，6／5．o）

35．1（37．5／32．4）

14．8（1910／10．2）

6．6（7，1／6．o）

24．2（2615／21．7）

59．4（64．o／54．4）

39．8（35．8／44．6）

14．3（2工．4／6．6）

7．7（8．7／6．7）

44．8（44．8／44．8）

13．7（14．8／1214）

8．5（9．o／6．9）

31．4（39．6／22．5）

20．o（24．2／15．3）

を示し，高校生活において最も心的葛藤の強い学年であ

ることを示唆している．又，睡眠時間では，7時間半以

上の者に不適応感が深く，遡こ少ない者（6時間以内）

に不適応感を感ずる者が少ない傾向にある．

　次に第2軸「成熟一未成熟」をみる（図2一（b））．第

2軸の中心となる変数はフィーリソグ（文字一映像）と

r自分がどんな人問か考えたことはない」という自已意

識二。（未成熟）であるが，この軸は，ラジオ時問とマソガ

箪を除いた全ての項目と有意な関連を示している．すな

わち，r未成熟」からr成熟」方向に移るに従い，勉強

時間・新聞時間・単行本読書数は増加L，逆に睡眠時間

　TV時間・週刊誌読書数は減少している．又，当然な

が，学年の変化もr未成熟」からr成熟」の流れに対応

Lている．このようにみる葦と，第2軸「未成熟」から

r成熟」への変化は，学年とともに強まる受験の影響

（勉強時問の増加）だけではなく，杜会に対する関心の

増加（新聞時問）や自我の深化拡大（単行本読書数）に、

対応するものであり，高校生におげる成長のひとつの流

れを反映していると考えられよう．

　最後に第3軸r自已顕示性大小」に眼を移す（図2一

（c））．この軸上で有意た差を示す項目はTV視聴時間と

ラジオ聴取時間であり，TV時間の少ない老，ラジオ時

問の多い者がより強いr自已顕示性」を示している．こ

の理由は明確ではないが，テレピとラジオの異なる杜会

的機能，あるいは青少年の側による異なる受けとり方を

示唆していると考えられ，興味深い．

　4．心理変数と生活行動

　続いて，心理変数と生活行動の関係を検討する．生活

行動は，（1）家庭（2〕学校（3〕その他の3領域から成り，各項

目に対する肯定回答率は表4に示す通りである．以下順

に，心理変数の3軸との関係をみていくことにする．

　第1軸r不適応感大小」は，家庭領域において，r近

所の家へ遊びに行く」r家へ友人が遊びに来る」を除い

た全ての項目と有意な関連を示す．すなわち，強いr不

適応感」は，r父（母）とよく話す（NO）」r兄弟仲よい
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（・）第1軸

　不適応感小
　　　　　一30　　　　　－20 一10

．O

　　　　　　　　　　　　不適応感大

110　　　　20　　　　30

（A）家庭生活

1．父と話す　　　　　　YES

2、母と諸す　　　　　　　　　　　　　YES

3．仕事手伝う　　　　　　　　　　YES

4、兄弟仲よい　　　　　　　　　　YES

5家族団らんに加わるYES

6．部屋に一人でいる　　　　　　　　　　　N0

7、近所の家へ遊ぴに行く　　　　　　　　　YES

8．家へ友人がくる　　　　　　　　　　YES

（B）学校生活

ユ．文化系クラブ　　　　　　　　　　　　YES

2、運動系クラブ1

3、先生と話す　　　　　　　　　YES

4、欠席が多い方

5、帰オ交時の寄リ遣多い　　　　　　　　N0

6．時々、授業をサボル　　　　　　　　　　　NO

－7．時々、先生にイタズラ

8．クラスで発言カある方　YES

（C）その他の頒城

YES

NO

NO

1．暇があるとスポーツや趣味・　　YES

2暇があると家でプラブラNO｝一

3．時々、ゲームセソタ丁で遊ぷ　　　　　　　　N0

4．・時々、ディメコヘ行く　　　　　　　　　　　　N0

5、時々、喫茶店へ行く　　　　　　　　　　N0

6．塾へ、予備校へ行く　　　　　　　　YES

7．盛り場でブラブラ　　　　　　　　　　　N0

8．友達の家へよく行く

9．時々、アルバイト　　　　　　　　　　　　　　NO

NO

　　　NO　　　　　　　　　　　　＊＊

　　　　　　　NO　　　　　　　　　＊＊

NO　　　　　　　　　　　　　　　　＊

　　NO　　　　　　　　　　　　　　　＊＊

　　　　　NO　　　　　　　　　　　　＊＊

　　　　　YES　　　　　　　　　　　＊＊

NO

NO
NO

NO
YES

YES

YES　　　　　　　　＊＊

　　　YES　　　　　＊＊

NO　　　　　　　　　　　　　　＊＊

図3一（a）

注）＊は5％水準、

一NO　　　　　　　＊＊
　　　　　　　　　YES　　＊＊

　　YES　　　　　　　　　＊

YES

NO
YES　　　　　　　　　　　　＊

YES

YES　　　　　＊

＊＊は1％水準の有意差を示す（分散分析）。

サソプルスコアの平均値（心理変数第1軸×生活行動）（×10－2）

（NO）」r家族団らんに加わる（NO）」r自分の部屋に一

人でいることカミ多い（Yes）」等，家庭内における孤立傾

向と結びついている．これは，前回の報告で述べたr拒

否」的家庭環境の特徴である人問関係の欠如の現れとい

う側面も考えられるが，ここではむしろ，自已の内面的

吐界への閉じ込もりと両親からの離脱という，青年期特

有の現象のあらわれと考えられる．事実，学年的にみ

て，受験や就職の切迫した3年，入学1年目の1年生に

比較して2年次でr不適応感」が最大になるのも，そう

した青年期的特徴が2年において強まることを一因とL

ているのではないだろうか．その意味では，第1軸の

r不適応感」は必ずしもネガティヴたものぼかりではな

い．ポジティヴな面も考えられるといえよう．

　学校生活に関しては，r欠席多い」r帰校時に寄り道を

する」「授業をサポル」という逸脱傾向，又，その他の

領域では，r暇なときは何となく家でブラブラする」rゲ

ームセソターで遊ぶ」r時々，喫茶店へ行く」r盛り場を

ブラブラする」という回答が，強いr不適応感」と結び

つき，明確な目標のもてない三無主義的傾向が生活行動

面における目的のなさに現れているようである．

　心理変数第2軸r成熟一未成熟」についてみる（図3

一（b））．まず家庭領域では，父母との話し・仕事や家事
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（b）第2軸

　　成熟
一30　　　　　　　　　・一20　　　　　　　　　－10

0　　　　　！0　　　　　20 30

未成熟

（A）家庭生活

1．父と話す

2．’趾と話す

3．仕事手伝う

4．兄弟仰よい

5．家族団らんに加わる

6．部屋に一人でいる

7．近所の家へ遊びに行く．

8．家へ友人がくる

（B）学校生活

1．文化系クラブ

2．迎動系クラブ

3．先生と話す

4．欠席が多い方

5．帰校時の寄■）遭多い

6．時々、授業をサボル

7．時々、先生にイタズラ

8．クラスで発言力ある方、

（C）その仙の領城

YES
NO YES

YES、 NO
NO

YES

YES
YES

YES

NO
NO

　　NO
NO
　NO

　　　　　　YES

NO

　　　＊＊

　　　＊

　　　＊＊

YES　＊＊

　　　＊

YES
NO YES

NO

＊＊

NO YES

＊

NO
N0
NO
NO

YES　　　　　　　　　　　　　　＊

　　　　YES　　　　　　　　　　＊

YES
YES

1、暇があると．スポーツや趣昧

2．暇があると家でブラプラ

3一時々、ゲームセンターで遊ぷ

4．時タ、ディスコヘ行く

5．時々・喫茶店へ行く

6、挫へ、予備校へ行く　　YES

7．盗り場でブラブラ

8．友連の家へよく行く

9．1時々、アルバイト

YES
NO YES

NO　　　　　　　　　　　　　＊＊

NO
NO

NO
　　　　　→YES
　　　YES

－NO

YES　　　　　＊＊

NO YES
＊＊

NO
NO

　　　YES　　　　　　＊＊

YES　　　　　　　　　　＊

注）＊は5％水雌。＊＊は1％水準の有意差を示す（分散分析）。

図3一（b） サソプル・スコアの平均値（心理変数第2軸×生活行動）（×10－2）

の手伝いを除いた全ての項目に有意差がみられた一すな

わち，r兄弟仲よい」「家族団らんに加わる」r自分の部

屋に一人でいることが多い」者は成熟方向に多く，一方

r近所の家に遊びに行く」r友人が家に遊びに来る」者

は未成熟傾向を示Lた．学校生活で有意差のみられた項

目については，r文化系クラブ」「先生とよく話す」者は

成熟方向に多く，遡こr帰校時に寄り道多い」r授業を

サボル」老に未成熟傾向が強い．又，その他の生活で

は，rゲームセソターで遊ぶ」r友達の家へよく遊びに行

く」r時々，アルバイトをする」者に未成熟傾向が強く，

一方r暇なときはスポーツや趣味」r塾や予備校に通っ

ている」者には成熟傾向の者が多い．生活行動の面か

ら，第2軸のr未成熟」からr成熟」へ向う多少とも特

徴的な傾向を想定するとすれぼ，友人同士で家に行き来

する．アルバイトをする．ゲームセソターへ行く，とい

う風俗や外へ向う関心が，家族団らん，先生との話Lな

どのように内に閉じてくる，という点が考えられる、そ

の分だけ，r暇があるとスポーツや趣味」r塾や予備校へ

通う」というように目的が比較的明確になってくる．そ

して，その変化の折り返し点は，r自分がどんな人問か

考える」という自已意識の変化であり，外的には，受験

や就職という外的現実の影響が推測されるのである、
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（c）第3軸

　　自己顕示性大
一40 一30　　　　　　　　　－20　　　　　　　　　－10

（A）家座…生活

1．父と話す

2、母と諸す

3．仕事手伝う

4．兄弟仲よい

5．家族団らんに加わる

6．部屋に一人でいる

7．近所の家へ遊ぴに行く　　　　　YES

8．家へ友人がくる

（B）学校生活

1．文化系クラプ

2、運動系クラプ

3．先生と話す

4．欠席が多い方　　　　YESトー

5．帰オ交時の寄り遣多い　　　　　　　　　　　　YES

6．時々、授業をサボル　　　　　YES

7．時々、先生にイタズラ

8．クラスで発言力ある方　　　ト
　　　　　　　　　　　　YES
（C）その他の領域

1．1暇があるとスポーツや趣味

2．1暇があると家でブラブラ

3．時々、ゲームセンターで遊、；｛

4．時々、テ’イスコヘ行く　　トー　　　　　　　　　　　YES
5．時々、喫’茶店へ行く

6．払へ、予備校へ行く

7．嚇リ場でブラプラ　　　　　　　　　YES

8．I友達の家へよく行く

9．時々、アルバイト

YES

YES

YES
YES

YES
NO

YES←
YES

YES

NO
YES

NO
NOか

NO

YES

YES』

NO

自已顕示性小

O　　」一一→
YES

NO

YES
YES

YES　　　　　＊

　　　NO　　　　　　　　　＊

　　NO　　　　　　　　　　＊＊

一NO　　　　　　　　　　＊＊

NO
NO

NO

YES

一NONO
NO

N0

NO

＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

NO　　　　＊＊

YES　　　＊＊

N0　　　　　　　　　　　＊＊

　　一．NO　　　　　　＊＊

NO
NO　　　　　　　　　　　　＊＊

　　N0　　　　　　　　　＊＊

一4NO　　　　　　　　　　＊＊

　　　　　　注）＊は5％水準，＊＊はI％水準の有意差を示す（分散分析）。

図3一（c）サソプル・スコアの平均値（心理変数第3軸×生活行動）（×10－2）

　最後に第3軸r自已顕示性大小」については，家庭領

域で有意差のある項目をみると，r自已顕示性」の強い

者はr近所の家に遊びに行く」r家に友人が遊びに来る」

r家では部屋に一人でいることが多い」傾向を示してい

る．又，学校生活では部活動を除いた全ての項目に有意

差がみられ，肯定回答カミ強いr自已顕示性」と結びつい

ている．特に，「先生にイタズラをする」「クラスの中で

発言力のある」者，またr欠席の多い」者にもr自已顕

示性」が目立つ．その他の領域では，ゲームセソターと

予備校を除いた全ての項目に有意差が認められ，特に，

「時々，ディスコヘ行ったり」「盛り場をブラブラする」

者にr白已顕示性」の高さカミ顕著である．

　　　　　　　　　引用文献
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　　　　　　　　　　　　－1981年10月10日受稿一
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of Tsukuda 

This is the second paper from the data 
of Tokyo Youth Research corducted in 1979, 
which concerned with the influencies of vari-

ous enviornments such as home, school, neigh-

bourhood, mass media, so forth upon adoles-

cents. The previous paper treated (a) the 
structure of human relations in a family, and 

(b) its influencies upon psychological charac-

teristics, social attitudes, and attitudes toward 

sexual relations of adolescents. 

The purpose of the present one is (1) to 
investigate the structure of ten psychological 

variables such as self-display, Ioneliness, toler-

ance, inferiority feelings, mental fatigue, de-

pendancy (" Amae "), self-awareness, and so 
forth, and (2) to clarify the relationships be-

tween these psychological variables and various 

aspects in daily behaviors of adolescents. The 

main results were as follows : (1) HAYASI 3 
Quantification analysis was applied to the data 

of ten psychological variables, yielding three 

axes. These three axes were interpreted as 
representing Feeling of maladjustment, Matu-
rity, Self-display, respectively. (2) Scores on 

each axis showed strong relations to various 
aspects in daily behaviors of adolescents. 


